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楽天グループ株式会社 

東急株式会社 

楽天東急プランニング株式会社 

東急、楽天、楽天東急プランニングが第１弾となるＷＥＢ広告商品を共同開発 

～東急ストアのスーパーマーケット購買データを新たに追加し、機能を拡充～ 

楽天グループ株式会社（本社：東京都世田谷区、代表取締役会長兼社長：三木谷 浩史、以下 「楽天」）と東急

株式会社（本社：東京都渋谷区、取締役社長：髙橋 和夫、以下「東急」）、両社が設立した楽天東急プランニング

株式会社（本社：東京都世田谷区、代表取締役社長：笠原 和彦、以下「楽天東急プランニング」）は、第 1 弾とな

るＷＥＢ広告商品（以下「本商品」）を共同開発しました。なお、本商品は、楽天がＷＥＢ広告メニューとして販売し

ます。 

楽天は、オフラインでの購買データに基づくＩＤマーケティングソリューション「RMP - Omni Commerce」において、

企業が出稿するディスプレイ広告や動画広告など WEB 広告の効果を、実店舗での購買に基づいて計測すること

ができるメニュー「Ｉｎｓｔｏｒｅ Ｔｒａｃｋｉｎｇ」を提供しています。このたび、分析対象のデータに株式会社東急ストア

（本社：東京都目黒区、代表取締役社長：須田 清、以下「東急ストア」）が運営するスーパーマーケットのデータを

新たに追加し、「Ｉｎｓｔｏｒｅ Ｔｒａｃｋｉｎｇ」の機能を拡充しました。これまで、「Ｉｎｓｔｏｒｅ Ｔｒａｃｋｉｎｇ」では、「楽天ポイン

トカード」加盟店の消費行動分析データ（注）をデータ分析に活用する場合は「ドラッグストアやコンビニエンススト

アなどの購買データ」を使用し、広告配信および効果測定を実施していましたが、今回新たに「東急ストアが運営

するスーパーマーケットの購買データ」を活用することが可能となりました。これにより、ドラッグストアやコンビニエ

ンスストアなどで商品を販売されているメーカー企業に加えて、スーパーマーケットで商品を販売されているメーカ

ー企業も本商品を活用することができます。 

東急は２０２０年９月より、東急ストアをはじめとする東急グループのリテール各社に「楽天ポイントカード」の導

入を推進しています。本商品は、メーカー企業の広告効果を生みやすいセグメント作成手法や販売条件の整理な

ど、「東急ストアが運営するスーパーマーケットの購買データ」を広告販売に活用できるように様々な検証を重ね

た結果、開発されました。 

東急と楽天は２０２０年７月に楽天東急プランニングを設立し、包括的業務提携に基づき、両社が蓄積するデー

タやアセットを生かしたソリューションの開発を推進しており、本商品はその第１弾の取り組みとなります。また、楽

天東急プランニングでは広告領域のほか、データ領域、ＯＭＯ領域でのソリューション開発も進めています。 

東急と楽天は、楽天東急プランニングを通じて、今後も、東急線沿線を中心にオンラインとオフラインの垣根の

ない利便性の高いサービスの実現を図ることで、より一層の利便性、生活価値の向上を目指します。 

（注）マーケティング施策におけるデータ利用に同意している店舗のみが対象となります。 
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【別紙】 

「Ｉｎｓｔｏｒｅ Ｔｒａｃｋｉｎｇ」とは 

概要： 企業が出稿するディスプレイ広告や動画広告などオンライン広告の効果を、実店舗での購買実績に基づ

いて測定することができる広告メニュー 

ＵＲＬ： https://adsales.rakuten.co.jp/products/rmp_omni_commerce/ 

対象企業： オンライン広告をより効果的に活用したいメーカー企業など 

特長： 

実店舗での購買実績に基づき、オンライン広告の効果を測定したり、商品の購買層の特性を把握し広告の配信

先やクリエイティブの改善につなげたりすることが可能 

【参考】 

■楽天東急プランニング株式会社 概要

・社名： 楽天東急プランニング株式会社

・設立日： ２０２０年７月３０日（木）

・出資割合： 楽天グループ株式会社（５１％）、東急株式会社（４９％）

・所在地： 東京都世田谷区玉川一丁目１４番１号 楽天クリムゾンハウス

・代表取締役社長： 笠原 和彦

・資本金： ２０百万円

・事業内容： オンラインとオフラインを活用したデータマーケティングソリューションの提供

１．データマーケティング事業の事前調査 ２．広告事業の事前調査 ３．ＯＭＯ事業の事前調査 

・事業詳細：

① データマーケティング事業

楽天によるオンラインのデータと東急によるオフラインのデータを活用し、両社のデジタルマーケティングの

強化や東急グループの店舗マーチャンダイジングへの活用に取り組みます。２０２０年１０月より順次、「東急

ストア」などの東急グループの店舗で、データ分析による販促・品揃え・価格設定の見直しといった店舗運営

力の向上および効果検証を開始しています。 

https://adsales.rakuten.co.jp/products/rmp_omni_commerce/


② 広告事業 

楽天によるオンラインのデータと東急によるオフラインのデータを軸に、広告パフォーマンスの最大化を図り

ます。東急グループの取引先企業を中心に、両社のデータをターゲティングや購買計測に活用したＷＥＢ広

告、広告接触から購買までを計測するデジタルサイネージなどの広告媒体を販売します。２０２０年１１月より、

ＷＥＢ広告媒体の実験販売および、二子玉川エリアにおいて二子玉川駅や東急ストア二子玉川ライズ店内

のデジタルサイネージ広告媒体の実験販売を開始し、検証しています。 

③ ＯＭＯ事業 

両社のオンラインとオフラインのアセットを連携したＯＭＯによる購買体験の提供を共同で検討しています。 
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